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本市は、子どもの健やかな育ちと保護者の子育てを社会全体で支援するための環境整備を計画的に
推進してまいりました。令和 6 年度で「第 2 次安曇野市子ども・子育て支援事業計画」が終了する
ことから、新たに「第 3 次安曇野市子ども・子育て支援事業計画」を策定します。なお、本計画と同
時に策定する、本市のこども施策を総合的に網羅した「安曇野市こども計画」との整合を図ります。

子ども（0 歳から概ね 18 歳未満）と子育て家庭（左記子どものいる家庭）とします。

本計画の期間は、令和 7 年度から令和 11 年度までの 5 年間とします。

計画の趣旨・位置づけ計画の趣旨・位置づけ１

計画の対象計画の対象２

計画の期間計画の期間３

本市の出生数・入園者数は減少傾向が続いており、今後もその傾向が続く見通しです。
出産適齢期の女性の人口も減少傾向にあることから、少子化を緩和するには、子どもの養育や教育

にかかる経済的な負担の軽減、子育てと仕事の両立等を含めた総合的な対策を講じることで、出生率
を高めていくことが必要です。

子育て家庭においては、共働きが増加していることがうかがえます。これに連動して、3 歳未満児
の保育の利用が増加傾向にあり、小学生の放課後児童クラブの利用ニーズも高くなっています。

一方で、家庭内の育児に協力したり、育児休業を取得したりする父親の比率が高まり、テレワーク
等による柔軟な働き方の広がりがみられます。

経済的に困窮している家庭では、それ以外の家庭に比べ、子育てへの経済的負担が強く感じられて
おり、子どもの進学の展望においても高校までとする回答比率が高くなっています。

貧困によって、子どもの教育や体験の格差が生じる恐れがあり、公的支援に加え、民間の力も活用
しながら貧困の解消を図っていくことが求められます。

3 ～ 5 歳の教育・保育利用量は少子化により減少傾向にありますが、共働きの増加等により 3 歳未
満児の利用量は増加傾向が続いています。3 歳未満児の保育には、より多くの保育士の確保が必要と
なるため、今後のニーズ量を正確に予測することが求められます。

また、幼児期の教育・保育に対する保護者のニーズは多様化しており、教育・保育サービスの質の
確保も求められています。

少子化の状況と見通し少子化の状況と見通し１

家庭と職場の状況家庭と職場の状況２

子どもの貧困の状況子どもの貧困の状況３

幼児期の教育・保育サービスの提供の状況幼児期の教育・保育サービスの提供の状況４

第3次安曇野市子ども・子育て支援事業計画の概要第3次安曇野市子ども・子育て支援事業計画の概要

子ども・子育てを取り巻く現状と課題子ども・子育てを取り巻く現状と課題
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第 3 次安曇野市子ども・子育て支援事業計画 概要版
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学童期・思春期の継続
した育ちの支援 

青年期以降の自立と
自己実現の支援 
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子ども・若者、
子育てを
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地域で子どもの成長を
支える仕組みづくり

１  安心できる妊娠・出産環境の構築 

１ 子どもの権利の周知・啓発

２ 子どもの意見表明・社会参画の促進

１  学校教育の推進 

２  いじめ・不登校対策 

２  乳幼児と保護者への健康支援 

３  教育・保育サービスの充実 

４  子育ての相談窓口・情報発信 

１  就労・結婚の支援

２ 仕事と生活の調和の推進

１ 子育て家庭・生活困窮家庭への支援

２ ひとり親家庭への支援

３ 障がい・発達特性のある子ども・家庭への支援

１
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３

４ 児童虐待防止対策の充実 

５ ひきこもりの予防と自立支援

６ 子どもの自殺対策と犯罪予防

対応計画：こ→こども計画、子→子ども・子育て支援事業計画

１ 遊び場と安全を確保する環境の整備

１ 家庭教育・地域教育の充実

２ 子どもの居場所づくり
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基本理念と施策体系基本理念と施策体系

安曇野の豊かな自然、地域資源、多様な人たちの中で、子ども・若者自ら一人ひとりがかけがえの
ない輝きを持つ主役であることを実感するとともに、身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せ
な状態で生活を送れるように施策を展開します。

自然・地域・人が紡ぐ　こどもが輝くまち　安曇野自然・地域・人が紡ぐ　こどもが輝くまち　安曇野
基本理念基本理念
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子ども・子育て支援法に基づき、幼児期の教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供体制
の確保等、その他業務の円滑な実施について定めています。

教育・保育の提供区域※を市内全域 1 区域と定め、幼児期の教育・保育、地域の子育て支援につい
て取り組みます。

※�教育・保育事業を提供する上で基礎となる区域で、区域ごとに必要な提供体制を確保する取り組みを行うこととされている。

幼児期の教育・保育

本市の特徴である豊かな自然環境と地域資源を活用し、様々な体験活動を取り入れることで、子ど
もの心と身体の健康づくりに取り組んでいます。

取組内容
● �保育需要への必要量に対応するための教

育・保育サービス量の提供体制の確保
● �よりよい教育・保育環境のための就学前

教育と施設整備の充実
● �利用者・事業者の負担軽減と円滑な利用

に向けた支援	
● ��職員の資質向上、寄り添い学び合う体制

づくりによる教育・保育内容の質の向上

地域子ども・子育て支援事業、教育・保育の一体的提供及び推進体制

取組内容
● 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策の設定

�（子ども・子育て支援法に基づく地域の実情に応じた子育て支援事業についての需要量の見込み
とそれに対する提供体制や実施時期等）

● 教育・保育の一体的提供及び推進に対する体制の確保
（公立認定こども園及び幼稚園の基本的な考え方や、今後の課題・展望等）

教育・保育及び子ども・子育て支援の提供教育・保育及び子ども・子育て支援の提供

事業所分類 施設数

認定こども園認定こども園
公立公立 1818

私立私立 22

認可保育所認可保育所 私立私立 11

幼稚園幼稚園 公立公立 11

地域型保育事業所地域型保育事業所 1212

市の認可保育・教育施設市の認可保育・教育施設

■問い合わせ先
安曇野市教育部子ども家庭支援課

〒 399-8281 長野県安曇野市豊科 6000 番地
電話　0263-71-2000（代表）
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